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印欧語の「車」
風間喜代三
ものを運ぶために工夫された車の歴史は，ヨーロッパでも先史時代にまでさ
かのぼることができる。橇のようなものから車に移行するためには，なにより
も車輪が必要である。現在残っている遺品によると爪樫のような固くて厚い板
を３枚つなぎ合わせたものが多く，紀元前３千年代の北欧の２輪車で322キロ，
4輪のものでは７００キロくらいの重みがあったのではないかと推定されてい
る(1)。
これでは実用性に乏しいので，これを実際に利用できる限度まで軽くしなけ
ればならない。しかしそれに成功したとしても，車が一般化するにはかなりの
時'１１１が必要であった。逆にいえば，車を所有することは，一つの社会的身分の
高さを示すものであったらしい。１１二１部および東部ヨーロッパの各地から'１１ｔし
ている埋葬品のなかに，一対の牛の像とか，牛が引く車を描いた土器や，車の
形をした杯などが数多く指摘されている。とりわけＭ､Gimbutasによって印
欧語族の故郷と推定された黒海北岸のクルガン文化の墓からも，１００ほどの車
の埋葬品が認められることは注目に(illiする(2)。これが単なる死者の富を誇示す
るためのものなのか，あるいはこの１１１が死者を最後の休息の地に運ぶようにと
いう，宗教的な祈りをこめたものなのかはよくわからないけれども，こうした
考古学上の車の跡からみて，紀元前３千年代には車の利用がヨーロッパにも広
まりつつあったと考えてよいだろう。そしてこれがやがて我々が歴史時代の文
献にみるような，馬がひく疾走する１値へと進展していくことになる。
古い印欧語族の残した文献によると，車にも２種類がある。一つは，主とし
て牛などにひかせて迦搬に用いられた車であり，もう一つは人を乗せて競技や
戦闘に使用する馬のひく車である。例えば，Skr,anas-とratha-,Ｇｒ卜如ａｆａ
(ICn.diuafα）とαp似ａ（一般にｐ１便lⅡ)，Ｌat,plaustrumとcurrus（ｍｇｅｎ．
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currUs）である。そこでこの区別を考慮しながら，その用例について車の各部
の用語についても検討していこう。
古代インドのもっとも古い文献である宗教的讃歌集リグ・ヴェーダ（ＲＶ）
をみると，anas-（､）とratha-（、）が同じ誌節にあらわれる例がある。バラ
タ族の祭官であったヴィシュヴァーミトラとインダス河の２つの支流との対話
という形式をとったⅢ３３歌（辻訳岩波文Iilii286）は，この詩人の祈りによっ
て王の軍隊が安全に河を渡ることができたという歴史的背景をもっているが，
その１０歌はつぎのように歌われている（原文は註の後に一括した)。これは両
河の言葉である。「歌人よ，我らはお前の言葉をきこう。お前は遠くから荷車
と戦車を伴ってAnasardthenaきた。乳のはった若い女子が（その子にする）
ように，私はお前に身を屈めよう。乙女が若人に（する）ように，私はお前に
身を委せよう」（ＲＶⅢ３３１０，原文l)。もう一例として，ＲＶⅧ９１７をあ
げておこう。これはアパーラーとよばれる陰部の無毛症を患う少女の歌で，彼
女はみにくい皮膚のために結婚できなかったが，インドラ神の愛情に応じる代
わりに病が快癒して，きれいな皮膚をえた（辻訳368)。「戦車の車軸の穴で，
荷車の車軸の穴で，くびきの穴で，シャタ・クラトゥ（インドラ）よ，お前は
アパーラーを，インドラよ’三度清めて，太陽の皮膚をもつ者にした。（ＲＶ
Ⅷ９１７，原文2)。
この２つの車の区別は必ずしもlﾘ1確ではないが，ａｎas‐「荷車」は主に牛に
ひかれる(3)。だから牛はanad-vah-(、）「荷車をひく」といわれている(4)。太
陽神の娘スーリアーと月神ソーマとの結婚という神話的な婚姻を歌った長篇
Ｘ８５歌（辻訳239）でも，花嫁がソーマの家にいくときのａｎａｓと，それを
ひくanadvElhav(du.）が１０歌にあげられ，ついで１１歌にははっきりと「２
匹の牛」と歌われている。「讃歌と旋律によってつながれたお前の豊かな２匹
の牛はいく。耳はお前の両車輪であった。道は犬上に伸び進む」（ＲＶＸ８５１１，
原文3)(5)。
つぎにあげる詩は，先にふれたヴィシュヴァーミトラが，太陽神のつかわし
た巧みな言葉の技を学んで，いちどは敗れた歌のコンテストに勝利を収め，車
を駆って帰還する際に，その車の無事を祈る気持ちを表現している。詩人の真
意としては，自らが駆使する言葉が，悲なく走る車に象徴されているのかもし
れない。「2匹の牛は確固たれ。車軸は堅牢，懐（ながえ）はたち切れるな，
椀（くびき）はばらばらになるな。インドラが２つのくびきの留め金（６）を破壊
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から守れ。その''1輪の枠の無傷なるもの，我らが傍らに''て（17)。我らが身
体に力をあたえよ。インドラよ’我らが１１〔をひくものにana｡〔itsu力を。生き
んがために子々孫々に力を。おiilは力をあたえるものであるから（18)。（車軸
へいう）カディラの木の芯をまとえ。スパンダナとシンシャパーの木に生気を
あたえよ。堅牢なるJIX軸よ'緊牢なるもの，隅牢であれ。我らが道より我らを
はずすな（19)。この木（車）が我らをすてるな，また損うな。家までlM1事で
ありますように，休息まで，解放まで（20)」（ＲＶｍ５３１７－２０，原文４)｡こ
の歌をi沈むと，まず詩人はⅡ'1の故障を恐れていて，無事に111が家までたどりつ
くことを強く願っていることがわかる(7)。それからAksa‐「車軸｣，ＩＳＡ「猿
(ながえ)，梶棒｣，yugaT椀（くびき)｣，ｎｅｍｉ‐「車輪の枠（リム）」といっ
た車の各部を示す謡雄をもっていたことも注|ﾐ'されよう:3》o
ratha-はanas-と違って,］ﾐとして戦いや競技のためのillで，馬が使用さ
れた。これをヴェーダの詩人はつぎのように歌っている。「インドラよ'我ら
が戦iliをratham援けたまえ，容易に負けることなく，競技には先llIIiを進み，
あらゆる戦いに勝利を競って走る（車）を（７）。インドラよ’我らがもとに
きたれ，我らが戦Tl〔を至福とともに援けたまえ。我らは今日すぐれた名j'二iをえ
たい，この上なくノノ強きものよ’我らは今日11讃の歌を考えよう（８）」（ＲＶ
Ｖ３５７－８，原文５)。ratha-は戦いはもとより競技によっても，ｖ§ja‐「食」と
Srdvas‐「名声」をもたらすものであり，そのilLそのものがsravasyh‐「名声
を望んでいる」（ＲＶＶ５６８）と形容されている。またしばしばsukha‐「軽快
な，快走する」という形容詞を伴って表現される。稻々と流れるシンドゥ（イ
ンダス）河sindhu-はｓｖａ６ｖａ「よい.馬に富み」surathEl，「よい戦iliに》;くみ」
vajinivati「勝利のZrに富む」と識えられた後，つぎのように歌われている
(辻訳７０)。「シンドゥは，軽快で，馬をＭiえた戦111をsukhalhrEitham
a6vinamつけている。それによって（他の河との）この競争に賞をかちとら
んことを。欺かれることなく，｜`｜ら名声をＮｉｌし，賜物蝋かなこの（ｌｌｉ）の大い
なる威力は讃えられる」（ＲＶＸ７５９，原文6)。曙の女ﾈＩｌＩウシャスの乗る''1も，
｢美しく飾られた軽快な」sup66asamsukham（ratham）ものであった（ＲＶ
Ｉ４９２)。
因みに，このsukha-という形容詞は，１１｢典では「快い，幸せな」の戯味で，
また['１性の名詞として「幸福」をあらわし，その逆の意味のduhkha‐「不幸，
苦しみ」がつくられ，これと対立して多111されているが，合成形としてｓｕ‐
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｢よい」はとりだせても，‐kha-は意味をなさない。しかしこのkha-は先にあ
げたＲＶⅧ９１７（原文2）にみられるように，本来は貫通した「穴｣，車では
車軸の中心をなすへその部分の「穴」であり，綱を通す範の両側の「穴」をあ
らわす用語であった。またこのkha‐は，つぎの歌の比嶮からもわかるように，
車輪の「輻，スポーク」をさしこむ「穴」でもあった。「ヴリトラ殺し（イン
ドラ）は彼らを一撃で押しこんだ。’'1輪の編をその穴に（押しこむ）ように。
(インドラは）成長してダスユ（原住民，魔）殺しとなった」（ＲＶⅧ７７３，
原文7)｣(9)
anas-,ratha-のほかに古代インドにはvipathA-（、）（vi-patha‐「はずれた
道｣）という合成形の，悪い道をいくための亜い「車」や，sakata-(、)／
sakau(f）とよばれる孤立した「Ili」があるが，これらはインド語派特有の形
だから，ここではとり上げずにおきたい(M〕)。それよりも車の部分として最も重
要なcakra-(､)「車輪」を無視することはできない。どのような形であれ，車
輪が工夫されて，はじめて人間は111をもつことができたのだし，後述するよう
にこのcakrA-の対応（Ｇｒﾊﾟ，ﾊﾟｽ09,英語cycle,bicycleなど）は，印欧語族が
非常に早く車をもっていたことを示唆するものだからである。cakra-は木製
であったが，むき出しではなくてpavi.とよばれる輪金がかかっていた(Ⅱ)。救
済と医療の双神アシュヴィンは，翼ある馬にひかれた軽快な車をもっているが，
その車は次のように歌われている。「天地両界をとじこめるお前たち（双神）
の黄金の戦車はratho牡牛のように力強い馬を伴って来たれ。グリタ（パター
の溶液）を求め，輪金によってpavibhiHll(き，滋養をもたらすもの，王（の
ように）勝利の賞に富む（その41は)」（ＲＶⅦ６９１，原文８)。このratha-は
ふつう２輪であった。それはIlIjlilllによってしっかりと固定されている。神話的
背景のなかで，それはつぎのように歌われている。「インドラに私は讃歌を奉ろ
う，海洋の底から休みなく流れる水（のように)。その（神）は力をもって天と
地を別々に支えてきた，車Iiilllによって両輪をcakriya（du.,cakrif,＝cakra-）
（支える）ように」（ＲＶＸ８９４，原文9)。哲学的な散文の代表として知られ
るチャーンドーギア・ウパニシャッド（ChUp.）にも「２つの足で歩く人，
あるいは２つの車輪で進む車がしっかりと立つように，その人の祭式もしっか
りと立つ」と述べられている（ＣｈＵｐ、４１６５，原文10)。この２輪車をひく
馬は，これも一般に２頭であったが，ときには王が，また旅路を急ぐ人などが
３頭，あるいはそれ以上の補助の馬を使ったらしい(１２)。パトロンである王を亡
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〈した祭官が，かつての栄華を車に託して1嘆く言葉に「３頭立て」がみられる
(辻訳338)。「その３頭の栗毛が車でrathe私をまつすぐに運ぶ。（その王を）
私は千頭の雄牛を布施とする（祭式）において讃えよう」（ＲＶＸ３３５，原
文１１)。
この車には２人が乗りこむ。これは古代ギリシアでも同様で，一人は主とし
て弓をもつ戦士であり，もう一人は御者である。前者はリグ・ヴェーダでは，
rathe-sthd-または-sthA.，つまり「fAtha-に立つ（人)」という合成形が使わ
れているが，これは専らインドラ神の英雄的な行為への讃辞の一つである。し
かし後のアタルヴァ・ヴェーダ（ＡＶ）になると，savya-Sthd‐（ブラーフマナ
散文では-Sthr-,-stha-,-stha-という形もある）「左に立つ（人)」，つまり
sarathi-「御者」（｢車とともにある（人｣）の「左に立つ（戦士)」という語が
認められる。この歌集の敵をうつ祈りのなかに，次のような車に因んだ一節が
ある。「年は戦車rAtha－，－年はその車の車体，ヴィラージュ（遍照者）は猿，
アグニ（火神）は車の前部，インドラは左に立つ戦士，月はその御者である」
(ＡＶⅧ８２３，原文12)。またこの讃歌集には，古典期に「御者」として使わ
れるsnta-も登場する。そのｍ５歌は，パルナという木でつくったお守りへ
の言葉で，王権を強める祈願である。従ってここには王の側近の人々が言及さ
れている。「巧みな車作りたち，賢い鍛冶屋たち，すべての側近の人々を，パ
ルナよ’お前は私のために下べにせよ(6)。（自らも）王をつくる王たち，御
者たちsut§，そして町長たち，すべての側近の人々を，パルナよ'お前は私
のために~ドベにせよ(7)」（ＡＶⅢ５６－７，原文１３)('3)。なおこのほかにも
｢御者」として，Ｇｒ,〃しZbXoS（ｳﾚ、「手綱」・動uj「もつ｣）に匹敵するra6mi‐
dhara-のような形も古典期にはみられるが，これは人工的な合成形である。
我々はここで，印欧語族のなかでもインドと並んで車に関する資料に恵まれ
たギリシアについて検討してみたいと思う。ホメロスの詩にもみられるように，
古代ギリシアにでも早くから車の利用は盛んであったが，その歴史はさらに古
くミュケーナイ文書の時代にまでさかのぼることができる。というのは，クレー
タのクノッソス宮殿の遺跡の数室から，かなりまとまった車に関すると思われ
るものの貯蔵目録が多数発見されているからである。それはSc-Sgのシリー
ズに属するもので，線文字Ｂの解読の進展に伴って，Lejeune，Chantraina
Heubeckなど多くの研究者の注目を集め，最近ではPlathの研究に我々はそ
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の成果をまとめてみることができる(鵬:。これは王が戦いに備えて，そのための
車や甲冑の数を確認しておくために，普記に作らせた目録であり，車輪つきの
車（文字Ｎｒ､240)，車輪なしの11〔（Ｎｒ､241)，車の台（Ｎｒ､242)，さらには馬
(Ｎｒ､105)，甲冑（Nr162)，の類は，それぞれの象形文字で示されているので，
その指示するところは疑う余地はない。この１lxは，先にあげたインドの文献に
みられる，牛をはじめとする駄蛾のひく荷車ではなくて，主に戦いのために馬
がひく戦車だから，車の利)Ⅱとしては比較的進んだ段階にきている。後述する
ように，小アジアではヒッタイト語族をはじめとして馬の調教，車の技術はか
なり発達していたから，ギリシアに人も早くからそれを学んだものと考えられ
る。ここではDocumentsNr268（＝SdO413）を実例としてあげておこう。
このテキストには，－行目の末足に111輪なしの車の文字が附せられている。
｢(－台の）戦車，パイストス製（''１輪をつけて）組み立てられる，木づくりの
馬具（馬の首につけて猿につなぐ装枇）つき，真紅の色の（車)，手綱つき，
革の目の覆いつき，角でつくった`Mj街（はみ）つき」（原文14)。
ホメロスをみると，ミュケーナイ時代の粘上の小さいモデルが示すように，
騨馬ｳ,uibﾚo90huZ‐「半分」．α０９「蝋M;｣）のひく４輪の荷車から，馬のひく２
人乗りの戦車まで，車の使用はしばしば語られている。一例として，オデュッ
セイア（Od.）６巻で，ナウシカーが父に頼んで車をだしてもらって，洗濯も
のを河へもっていく場面を引11]しよう。父親が娘に「いきなさい。召使いたち
が丈も高くてよい車輪をつけた，荷台もついた荷車を。､ﾙ"し用意しておくだ
ろう｣。こういって彼が召使いたちに命じると，彼らはそれに従った。「そこで
彼らは門の外でよい車輪をつけた螺馬のひくI1Iilliをａｕａｆαし用意して，螺馬を
ひいてきて荷車に。､ﾙﾉ7つないだ」（0..669-73,原文１５)。ここでは「荷
Ⅱ|､」について，Ｃｉｌｍかりと“ａｆａ（Ziuafα）がほとんど|Til意に使われている。も
う一例を，イリアスの終わり２４巻からあげておこう。これは，息子のヘクトー
ルの死体を敵将アキレウスのlくにひきとりにいくために，父親であるトロイア
の王プリアモスが順いの品を荷1値に稚みこませる場面であるが，ここには車の
各部がかなり細かく描写されている。「こう彼（プリアモス）がいうと，父親
の大きな声を恐れて彼ら（息子たち）は，よいIlZ輪をつけた螺馬のひく美しく
て新造の荷車をαﾉｕａｆαしもちだしてきて，そのｆに荷台を万E巾"0α結びつけ
た。そして騨馬用の純をｎｊ７０ﾚ懸釘からはずした，（その範は）つげの木でで
きた，真んなかに突起がある，手綱をjlnす輪を０町にEOO山しっかりととりつけ
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たもの。範とともに，前腕の９倍ほどの長さの純の帯をｒＵ７６６Ｅｏ似皿とりだし
た。そしてよく磨いた猿の棒に“”，その尖端に，それ（椀）をしっかりと
のせ，（帯の先の）輪をKpzK6レ純の留釘に旬Top(はめ，（帯を）ぐるりと三度
まいて，突起にしばりつけた。それからまた続けてしばりつけると，椀の帯の
先をγｽのXﾙα下にまげて（まきつけた帯のなかに）いれた」（11.24265-274,
原文16)05)。この悲壮な場面で，息子の死体の代償の品々を運ぶのは，かって
ミュシアの人々が王に献じた騨馬がひく４輪の荷車ウしめしα臥兀oし
てE「pdﾊﾟﾘﾊﾟｽﾙ。mウレワレで，御者は王の侍令役のイダイオスである（324)。これ
に対して王自身は，｜引分の立派なもち馬のひく車にのりこんで亡兀EβｶﾞOETo
6"PCU（322)，荷車の後についてギリシア方の陣営にむかっている。
この6"posは荷I|Ｉではなく，文字通り６ｚ「２つのＬＱｐｏ９（帳β①「逆ぶ｣）
｢2つの座の，２人のり」の戦車である。アキレウスが親友のパトロクロスの火
葬に臨む場面で，つぎのようにホメロスは歌っている。「アキレウスはすぐに
戦い好きのミュルミドネス勢にむかって，青銅の武具を身につけて，各自戦車
に６汀,のEo9zし`馬をつなぐように命じた。そこで人々は立ち上がって武具をつ
け，同乗する戦言上汀αβαcβｄＴａｚと御者とがｵﾚjbXα戦車にのったとβα〃さし
鋤loozm」（IL23128-l32，原文17)。ここで我々は，６”Posの「２つの座」
を占める者，つまりSkrsavya-SthA‐「左に立つ（戦士)」に似た同じ意味の
汀ａｌ０ａＬβdＴａｚ（s9.万αｐａｚβdT79＝刀ａｐａβCir〃９「汀ａｐａ‐（御者の）傍らに上βd丁刀９
｢いる（人)｣）とウレZbX09「御者」の実例をみることができる。そしてまたこ
こでDZPlooSではなくて，ｄＸＥｏ９"（nom,ＴｄｄＸＥａ，ホメロスでは常に、.ｐ１．ｓ9.
5Ｘｏ９ｍ./､.）という「戦車」を詩人は同意語のように用いている。
この叙事詩には，６"po96jXosのほかにもう一つの「戦車」ａ,quαがある。
ここでは類似した文|派にある数０９と‘p似αの用例をあげておこう。併せてこ
のはじめの例では，戦車による戦い方もうかがわれる。これは，ギリシア方の
ピュロスの王ネストルの軍勢の勢揃いの光景と，ネストルの下知の言葉である。
｢先頭には馬と戦''1を伴った騎でI:たちをi兀兀ｳａｇｏ卯jmTOfoルパaZdxEopz，後尾
には戦いの防壁となるべき大勢のすぐれた歩兵たちを彼は配置した。弱い者た
ちは，その真中においた，否応なしに戦わねばならないようにするために。彼
はまず騎士たちに命令した。各自がその馬を制御して，混戦に巻きこまれて混
乱してしまわないように命じた。（命令の言葉）なに人も己れの馬術の腕と武
勇を信ずるあまり，他人に先駆けて一人でトロイア方と戦おうとしてはならな
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いし，また勝手に退いてもならない。（そのようにしたら）お前たちは弱くなっ
てしまうからだ。その戦車からα汀bあしdxEuル相手の戦車へ盆Eβ'如以α８'手
がとどくように近付いたならば，柏をもって攻撃せよ。このほうがはるかによ
いのだから。こうして我らの祖先も，この心と勇気を胸に抱いて幾多の町や城
を落としてきたのだ」（11.4297-309,原文18)。つぎの例も，「馬」と「車」
ti10仏αが連続している。「(イリスは）豪勇プリアモスの`息子である勇二ヒヘクト
ルが，馬としっかりつくられた戦IlIに坐っているのをみた」（11.11197-198,
原文19）ここで「馬と戦''1に」ａﾉ０，旗汀o(ｏｚＫａＺ‘,qUaozというのは，「馬のひ
く戦車に」の意であることはいうまでもない。
因みに，ここにあげたイリアス４巻297行では，「馬と戦車を伴った騎士た
ち」が後方の「歩兵たち」汀EroZと対比されている。この「騎士」jmTED9は，
｢御者」ではなくて，「その傍らにいて」汀αβα`βCBT刀S戦う人である。ホメロス
にはbmEa9と並んでもう一つimTo9「馬」の派生形jmT6「ａ（j兀兀6丁〃9）という
｢(馬のひく）戦Ⅲ〔を駆る」という形容詞が，ネストルのような英雄のきまった
枕詞に使われている。常に戦いの先陣をいく戦車にのった騎士は，実戦に乗馬
を知らなかった叙事詩の時代の英雄にふさわしい。しかし既述のように，「Xl5」
(旋汀０９＝ミュケーナイMyc､Ｇｒ・i-qo）を知り，「戦車」（Myc・Ｇｒ・i-qi-ja＜
*hikkwiEif）を知り，「御者」（ｳﾚのXoS＝Myc・Ｇｒ、a-ni-o-ko）をもっていた
ミュケーナイ時代のギリシアに人は，tmTEDgはもっていない。また彼らは
‘ｐｌｕａにひとしいａ－ｍｏ.tａ（pl.）を，「車」ではなくて「車輪」に使っている。
また6iXo9に関係があると思われるwo-kaという形が，クノッソスではなくて
ピュロス111上の文書に認められる。これがdxosの女性形で文脈の１２から「Ⅱ'1」
をあらわすとみれば，本来は上にあげたi-qi-jaはこの「ＩｌｊＪの形容詞で「馬
の（ひく）車」という表現が予想される。その場合wo-kaの消失が，i-qi-ja
の名詞化を促したと考えられる:IIi;。それにしてもＩ'1に関する限り，ミュケーナ
イ世界と後のホメロスの語るところでは１１１語の上での一致はみられず，かなり
のずれが認められる(、。
それではギリシアよりも早<に進んだ文化をもち，いろいろな意味でギリシ
ア文化の形成に影響をあたえたアナトリアはどうであろうか。高い文明をもっ
ていたメソポタミアに隣接したヒッタイト１ﾐ国でも，車は大いに利)Ｉ１されてい
た。それはこのljilに滅ぼされたミタンニlJiilのキックリKikkuliとよばれる人
の残した馬の調教の書に象徴されるように，馬に僕Ｉする知識が豊かだったから
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である(１３)。インド・アーリア系の人々が王以下の支配階級を占めていたミタン
ニ国とその周辺の|U界では，Skrmarya-,Ａｖ､mairya.(、）「若者」に対応す
ると思われるmarilannu-が「騎士」をあらわし，後にはこれが貴族の名称に
なっている(1,)。つまり，これは戦111を操るエリート軍団に属する人たちの呼称
であった。こうした貴族の存在は，インドやギリシアに先がけて車の利用が活
発で，戦闘にも威力を発揮していたことを示している。しかしヒッタイト語圏
において，Skr､ratha-,Ｇｒ・ｂＹｌｏｕｑ飯ＯＳのような固有の車をあらわす形は明ら
かでない。文献的にはふつうシュメル語の表記で，木または木製の道具を示す
GISをつけたＭＡＲ・ＧｉＤＤＡ（Akkad，Sumbu）と，GIGIR（Akkad・
narkabtu）という２つの車があり，前者は主にものを逆ぶために牛のひく４
輪の重い車をあらわし，後者は馬を使って人を連ぷ２輪車で，戦闘にも活躍す
る車をあらわした(20)。
つぎに「車」に関するいくつかの用例をあげておこう。「荷車」は溌難にあ
うことが少なくなかったのであろう。ヒックイト法典には，これに関する規定
がある。「もしだれかが荷車ＭＡＲ､ＧｉＤＤＡに荷を積んで，そして野におい
たままにし，そして（これを）だれかが盛んだならば，その者は３銀シケルを
渡す」（ヒッタイト法Ⅱ20,原文20)。つぎの例は，軍人がF室への秤いを破っ
たときの呪いの言葉を述べたテキストの一節である。「そしてお前は彼らの前
に粘二'二づくりの暖炉をおき，鋤と荷車ＭＡＲＧｉＤ､ＤＡと戦l11GIGIRの模型を
もその前におく。そして彼らはそれらを粉々にこわしてしまう。そこで彼はつ
ぎのようにいう。この誓いを破る者に対して，犬の神は鋤を粉々にこわすべし。
そして暖炉からいかなる植物も生えないように，その人の野から大麦も小麦も
生えるべからず，そしてそこに雑草がひろがるべし」（軍の醤いRSm36-45，
原文２１)。ヒッタイト語族が後のハットゥシャHattu§ａに都をかまえるliiの過
程として，彼らがアッシリアの植民１１プネシャＮｅ§ａを攻めたとき，敵対する町
には１４００の歩兵と４０の戦車があったと，アニッタ文曾70-71行に記録されて
いる。この文書の校訂者であるＥＮｅｕによると，Ａテキストは，欠けている
部分を補って考えると，アッカド譜のSjlMTノ「車」とシュメル語のＡＮＳＥ，
ＫＵＲ,ＲＡ（pl.）「馬」の連続した表現が予想される。というのはＢテキスト
に，先にあげたＧＩＧＩＲとＡＮＳＥ,ＫＵＲＲＡが１１]いられているからで，Ｂテキ
ストの写し手はアッカド語の秘IML刀という形にあまり慨れていなかったの
で，シュメル語のＧＩＧＩＲのほうを使ったのではないかとＮｅｕは補足している。
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いずれにしても，ここで「戦車と馬」という複数の表現が「馬のひく戦車」の
意味で用いられていることは興味深い。それは既述のホメロスの合し０'旋汀ＯＺＯＣ
ﾊﾟaidfpluaod，あるいはＯＬ旋汀ozoルパai5xEoQcという詩句と一致するからであ
る(2')。
ヒッタイト軍の戦車は非常に優秀であったらしく，御者と槍をもった兵士と，
もう一人の守りの兵士の３人が乗ることができた。そしてこれが紀元前１２８５
年，ダマスカスの北のオロンテス川のほとりのカデシュの戦いで，エヂプトの
ラムセス２世の率いる大飛を迎えたヒッタイト王ムワタリスの軍勢が，２５００
の戦車で勝利を収めた大きなHMlljとされている。これは一つには，彼らが馬を
操ることに熟達していたからであろう。古代の近東世界では紀元前２千年代の
はじめころから乗馬も行われていたことは，多くの印章などに彫られた絵など
の考古学的な遺品からも明らかにされている。こうした事実や，先に示した
｢車」に関するシュメル語表記の伝統を考えると，戦車の文化に親しい印欧語
族によって，これが北方からこの地にもたらされたと考える必要はない。最近
の近東の考古学者の見解に従えば，近東における馬の利用は印欧語族がこの地
に進入するよりも早く，その技術もこの地で発達したとみるべきである《22)。
この車の技術は，ヨーロッパにも紀元前３千年紀の後半ごろからはっきりと
認められている。それは青銅期時代以前のヨーロッパにみられる円盤型の車輪
など，車に関係する遺物の分布からも光分に証明される。しかしその後の東部
と中部ヨーロッパにおける馬のひく'催い戦１１１とそれに用いる馬具の使用は，ミュ
ケーナイ文化の影響ではなくて，社会的な滞要に応じてこの地で発達した技術
とみなされている(動。
ヨーロッパの印欧語族でもっとも171〈まとまった車の遺跡を残しているのは
ケルト語族である。彼らは紀元liij711l紀から，彼らの故上と思われているオー
ストリアのザルツブルクに近いハルシュタットHallstattを中心にした２様の
車塚vehiclegrave文化をもっていた。これは蕊のなかに車輪などのほか，
青銅の車や土器などを埋葬したもので，恐らく土地の有力者が職人に依頼して
こうした品々をつくらせたものであろう。この語族はさらに紀元前５世紀以後
に属するが，西のラ・テーヌＬａＴ６ｎｅ周辺にも，３部分からなる素朴な車輪
とともに，同じような車塚をもっているから，彼らは車の文化を自ら独自のも
のとして誇りに思っていたのであろう。ローマ人もこれに学ぶところがあった
Hosei University Repository
１１ 
ことは，言語の_上にもあらわれている(割)。
例えば，Latplaustrum,pl6strumは２輪，あるいは４輪の「荷Iluである。
カトーは「農業について」の一節で，つぎのように述べている。「お前たちの
もつ牛，螺馬，灘馬の椀の数だけ，それだけの荷車がplostra必要である」
（62.原文22)。ウニスパシアヌス帝が，お付きのフロルスから，ａｕを６と発
音することを戒められ，「pl6straよりplaustraと」いうように注意された翌
日，彼はこのお付きをFlOrusでなくてFlaurusとわざわざよんで挨拶したと
いう逸話が，スエトニウスの「ローマ皇帝伝」に残っている（原文２３)。この
plaustrumという締の起原はlﾘ|らかでなく，ケルト語系の語がラテン語風に
直されたものと推定されている《251。
このほかケルト語からcisium「２輪車｣，covinnus「戦''1」のほか，借用説
が有力とされているlliに関係する語に，フランス語Char，英語carの源になっ
たLat・carrusがある。このcarrusはカエサルも「ガリア戦記」（1,26）に敵
方の「1Mi車」に用いているし，なによりもOIr・Carr，ＭＷｅｌｓｈｃａｒｒといっ
たケルト語の形が，そのケルト起原を実証している“)。そのほかcarpentum
という女性用の「2輪''１」も紀）亡前３世紀から１１}例のある，古いケルト譜の借
用語である。この形にも，OIr・carpat,Welshcerbydといったケルト譜が指
摘されている。ただしケルト人はこれを「戦車」に使用していた(鞠)。petorritum
という「４輪車」も，一見ラテン語かギリシア語の合成形のようにみえるが，
ケルト人の言葉とされている。petor‐はオスク語にpetora＝Ｌat、quattuor
｢4」があり，‐ritumはLat・ｒｏｔａ「Iに輪」を予想させる。ローマ人もその点で
疑問があったらしく，ゲリウスAulusGelliusはその「アッティカの夜」１６，
３０で，この形がギリシア語かガリア語かという論議をあげ，考証の結果vox
Gallica「ガリア語」だと述べている(28)。「車体」の部分をさすploxenumとい
う形も，文法家のクゥインティリアヌスMarcusFabiusQuintiliElnusの証言
などによって，ガリア系とされている(２，》･
終わりに，essedumというガリア人の「2輪の戦車」がある。これは＊en‐
sed-on（in-sed‐「坐る｣）という合成形で，カエサルの「ガリア戦記」に使わ
れている(卿)。とくに４，３３節では，プリタニアにおけるケルト軍とその戦車を
使った戦いぶりが語られている。「彼らはまず戦場をくまなく馬を駆って槍を
投げる。そこで馬に対する恐怖心と，車輪の騒音だけで，相手の戦列はたいて
い混乱におちいる。それから彼らは相手の騎兵の隊列のなかに突進し，戦車か
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らexessedis（彼らの戦闘員が）とび降りて徒歩で戦う。その間に御者たち
はaurigaeしだいに戦場から後退し，彼ら（戦闘員）が敵のfll勢に圧倒され
たとき，すぐに逃げてもどれるようなところに戦車をcurrus並べておく。こ
うして彼らは戦場において，騎兵の機動力と歩兵の耐久力を合わせて発揮する｣。
この後さらに続けてカエサルはいう。「彼らはさらに毎日の訓練や実戦によっ
て，坂やけわしい場所を全速力でかけ降りている馬を一瞬のうちに止め，方向
継換をさせられるようにしていたし，車の猿にそってpertemonem走ったり，
純の上にｉｎｉｕｇｏ立ったり，そこから実にす迎〈戦車にincurrusもどれるよ
うに習練していた」（原文２４)。このカエサルの言葉から，ケルト人の
essedumは，４千人という操縦者essedarius（５，１９）といい，敵を混乱させ
る脅しの道具であったように思われる。そして彼らは，ホメロスの英雄たちと
同じように，戦''1から降りて徒歩で戦っていたことがわかる。
このようにみてくると，ローマ人はかつてはローマをも攻略したケルト人か
ら車の技術のみならず，そのIlI譜までも借用したから，彼ら自身のラテン語の
語雄としては，ｖｅｈ６「車などで連ぶ」（Skrvahatietc.）の派生形vehiclum
(＝5X)7uα）「乗りもの，車｣，vectUra「輸送｣，それにbigae（＜biiugae）「２
頭立ての戦車｣,quadrigae（＜quadriiugae）「４頭立ての戦車」のような合成
形を別にすると，先に引用したカエサルの文ＩＩＪに，essedumと併用されている，
curr6「走る」と同じ語根のcurrus（ｍ,gencurrtis）が指摘されるにすぎない。
これまで古い印欧語族の文献によって，’'１の利用を見てきたが，車は単にも
のや人を運ぶ道具として農業や戦闘，競技に使うばかりでなく，その所有は威
勢を誇示することにもなり，宗教的なつながりをもつこともある。バラモンと
いう察官階級が社会的に最高位にあった古代インド人の言葉に従えば，「祭式
は神の車devarathaである」（アイタレーヤ・ブラーフマナ２，３７)。ギリシア
をはじめ各地の遺跡において，聖域や墓に''1とともに馬や牛の模型がみられる
のも，これが肚重なものであったことを示している。イリアス２３巻には，パ
トロクロスの葬礼を記念してアキレウスを１１，心とするギリシア軍の人々によっ
て行われた戦Iに競技が描かれているが，インドでもソーマ祭の一環である
vajap6ya「vaja（戦う）力の飲料」の名でよばれる祭がある。そこでは１７の
ratha「車」がvaja-jit「賞をかちとる」ために競技する。また王の潅頂の儀
式であるrajasUya祭や，馬を犠牲にするa6vamedha祭においても，車によ
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るデモンストレイションがｲ『われた::'１:。
輸送でも祭式でもない!|1の利川に，これを家のように使う人々の存在がある。
彼らは家をもたないで，Eliを家として移IMIしながら生活する。こうした人々が
数多くいて，ジプシーのように弊らしていたことは，古代の文献にも散見され
る。黒海の北のほうの広い草原に住むイラン系のスキタイ人について，その自
由さをローマの詩人ホラティウスは，つぎのように歌っている。「野に暮らす
スキタイ人のほうがもっとよい｢1々を送っている。彼らの荷車がp1austraさ
まよう家をきちんと運んでいく。きびしいゲタエ人（ドナウ下流にいたトラキ
ア人）でも，そうだ。ｉｌｌＩったこともないいくらかの広さの土地が，彼らに|］[１１
に果物とパンをもたらしてくれる。一ｲ|ﾐごとの耕作は，それ以上長くすること
はない。そして仕斗;を終えた者を休ませて，その代りの者がつぎつぎに同じ壮
リjにつく」（｢歌集」３２４９－１６，原文25)。このスキタイ人の放浪については
ギリシア以来の伝承があることはｌＷｉｉかだが，つぎのアイスキュロスの悲劇「縛
られたプロメテウス」の２行は文脈の１２からも相通じるところがある。これは
ブロメテウスが牛の姿になったイオにこれから先の苦悩について語る場面であ
る。「お前は遊牧の民のスキタイ人のもとにつくだろう。彼らはよい車輪をも
つ車の上に台兀,ＥＤＫＤﾊﾟｽｏＺ９ｄ（oz9il:lj〈展根を編んで住んでいる，遠矢を射る弓を
肩にかけて」（709-712,1j;(文26)。
このようなスキタイ風の1k活は，１１｢代インド人についても報告されている。
メガステネスの言葉をうけいれたアリアノスは「インド誌」７，２－３節で，つ
ぎのように述べている。「かってインド人は，農耕をしないスキタイ人と同様
に遊牧民であった。彼ら（スキタイ人）は荷JILで亡兀ｉＴ力､ルα似｡動ozさまよい，
スキティアのあちらこちらでロを送り，ｌｌｌｌに(1：まず，また神々の神聖なものも
崇拝しない」（原文２７)。古典サンスクリットのcakra･cEirin‐「車(輪)であち
こちにいく（人)」という合成語が，そうした放浪ぶりを反映している。Ｒａｕ
の引くプラーナに，つぎのような詩句がある。「(我々は）扉や錠でかくされる
こともなく，また家やＬ地ももっていない。それよりも，この世のどこでも幸
せなのだ，車であちこちにいく人たちcakracarinatlのように」（原文28)極)。
これは車の上を小屋のようにして生活していた人々をさすのであろう。家その
ものも，容易に車で述べるようなものが多かったからであろうか，アタルヴァ・
ヴェーダの祭官の家の引っ越しの歌にも，つぎのような一節がある。「我らに
束縛をかけるな，重い荷は軽くなれ。家よ§ale，我らはお前を花嫁のように，
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好むところに運んでいく（ﾙﾇ文29)。
これまでもいくつかの印欧語族について，１１Iに関する文献とその利用をみて
きたが，ふしぎなことにこの語族に共通の「車」をあらわす形はない。既述の
Skr・ratha-，それにＡＶ､raOa‐は，Ｌat・rota,OIrroth,ＯＨＧｒａｄ,Lith・ratas
｢車輪」から推して，インド・イラン語派のみの転意である“)。この関係は，
中央アジアのToch,（Ａ）kukiil,（B）kokale「車」とＯＥｈｗｅｏｈｌ（wheel)，
Ｇｒパ､ﾊﾟｽ０９「輪｣，Skrcakrd．「車輪」の間にも認められる。またGrbfpluaも，
ミュケーナイ文書のa-ma-ta（pl.）は「車輪」である《３４)。
孤立した「車」の形として，イラン語派のＡＶ､vasa-という形がある。これ
は語源的に＊varta-であることは疑いないが，ａが長い理由は明らかでない。
しかし＊varta-はSkr､vArtate「まわる｣，Ｌat・vert6「まわす」などの対応を
考慮すると，その意味はやはり車輪の「まわる」ことに因んでいる。これは
｢荷車」とか「戦車」を特定しない。Benvenisteによると，ヴェーダにおいて
曙の女神ウシャスの車の形容としてvi6vapi6arAthena「あらゆる飾りをもつ
111で」（ＲＶ７７５６）という表現があるが，これはイラン語派のミトラ神の車
のvEi50mvisp6､paesOm（ＹｔｌＯｌ２４）という形容に一致する。またヴェーダ
のrathas…caturyugas「４つの範をもつ車」（ＲＶ２１８１）という表現も，
イランのvEi50mCaOruyuxtOm（Ｖｄ７４１）に再現している唖)。
語源的に車の動きをあらわす語根と直接結びつけられる「車」はＧｒ・dXoS
(pLdXEα）である。これはSkr,vahati,Ｇｒ､６XEquaLLat､veh6，Lith・veiiU，
ＯＣＳ､ｖｅｚＯなどの対応に支えられる*wegh‐「車でいく，運ぶ」で，名詞形も
Lat・vehi-culum「乗りもの，車｣，ＯＣＳ,voiiu「IIL｣，OHG,Wagan「rlZ｣，Olr、
fen「車」など豊富である。因みに，Gothwigs，ＯＥ・ｗｅｇ１ＯＨＧｗｅｇ（way，
ｗｅg）もこれに関係し，本来は「車のいく道」であったとすると，この語根こ
そ祖語の時代の素朴な乗りものでの往来の記憶を伝えるものだろう。これ以外
に「車」そのものの対応がみ当たらないということは，その使用が祖語の非常
に新しい段階に属していたことを示唆している。
つぎに車の主な部分について，その対応を検討してみよう。まず，「車輪」
だが，これは英語wheelの伝える古い印欧語の語雄である。Skr・carati,Ａｖ、
Caraiti,Ｇｒ.〃ざｽ０匹αｃＬｑＬｃｏＪＯなど，＊kwel・「(歩いて）動く」という語根の亜
複形「歩きまわる」がSkr､cAkra-,ＧｒＫｄパル9,（pl.)、ﾊﾟｽａ（Toch.Ａ､kukdl,Ｂ、
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kokale「車｣）の「(１１１）輪」の｣０４礎になっている。OCSkolo，Russ・koleso
は，面複のない-es-語幹である。印欧語族のもつもう一つの「車輪」は，既
述のSkr・ratha-に対応する一巡の形だが，これはイタリック，ケルト，バル
ト，それにゲルマンの一部に分布する，ヨーロッパ群のものである。なおトカ
ラ語はSkr・cakra-に対応する形を「車」にあてたので，「車輪」には（Ａ）
warkiint,（B）yerkwantai（叙格）をもっている。これがHitt、hurgi-ととも
に，Skr・vrnakti「まわす，むきをそらす｣，ＬａＬｖｅｒｇ６「むける」などの対
応に属するかは疑問である'鋤》。
「Lliljili」は古来の「日輪」という言葉が示すj、り，太陽の象徴である。ギリ
シアに人もＸｐＤｏＥａｍﾊﾟｽαウEｽｉｂＵ「太陽の１１t金の車輪」（AnthologiaGraeca
l4139）と表現している。リグ・ヴェーダの謎の歌１１６４２にも「７は１つの
車輪のiliをratham6kacakram装備する。７つの名ある１頭の馬が（これを）
ひく。111輪は３つのこしきをもちtrinAbhi老いることなく，おかされること
なく，そこに一切の刀物が乗る」（辻択300,原文30)。これは時の象徴として
の太陽を1111i示するもので，７は太陽の車をひく７頭の馬をさすという。太陽の
車はときに1頭，ときに７頭の架毛の馬にひかれるといわれ，３頭のこしきと
は１年をつくる３季節を示唆している。この太陽との連想と，一方では車をも
つ威力が壇なって，「車輪」c6kra‐は支配のシンボルとなり，Skr、cakra‐
vartin．「車輪をまわす人」は「ＩＵとなる(３７'。そしてこれがブッダの教えに
転ずると，Palidhamma-cakka-pavattana-(Skr､dharma-cakra-pravrtana-）
｢転法輪」となる。しかしこれは，まわる車輪よりも，ＪＥのもつ力があたえる
もので，本来のｎｌｉ輪」のもつイメージといえば，やはりその回転していく姿
にある。古代インドの格言にも「福にはすぐに禍が，禍にはすぐに編がくる。
車輪のように，禍補はまわってくる」（7083)。あるいはまた「福にはすぐに禍
が，禍にはすぐに福が，幅（スポーク）がα、車輪の枠（リム）にｎｅｍｉｍ
(つきまとう）ように，ぐるぐると人につきまとってくる」（7085,原文３１)。
つぎに「車軸」についてみると，その主な対応はSkr・dkSa-,GrdYa(ﾙ,Lat
axis,Lith・ａ５ｉｓ,OCS､osi,Russ､Ｃｓ,,ＯＨＧａｈｓａ（Achse),Welshechelである。
この＊aRs-i/n-を麟本とする形は，その語幹の構成からみてかなり古い語彙と
考えられる(38)。
現在の英独語のyokeJoch，仏語のjoug，ロシア語iｇｏの対応は，珍しい
ほど諸派のthematic形に一致がi忍められろ。Skr・yugii-,Avyuga-,Ｇｒ.とＵ７６し．
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Lat,jugum,Gothiuk．ＯE，ｇｅｏｃ１ＯＨＧ､joh,OCS．ｉgo,LithjUngas，OIr 
cuing（＜*ko-jung-i).Ａｒｍ」ｕｃのほか，アーリア語からの借用説も有力なHitt、
iuga-，さらにトカラ語(Ａ）yokiim「門，扉」がある(39)。ただしこのトカラ語
の形の意味と「範」との接点はIﾘ|らかでない。「椀」としては（Ａ）ｍｕｋがあ
るが，これも語源は不明である。（B）pyoryeはまったく異なる形である。こ
の*yug-o-という中性の「範」がどの語派にも失われずきた理由としては，「ｌｉＩＥ」
は車の一部というよりも，それ以前に牛などをしばって耕作をするために使用し
たからであろう。従って，これは車の部分というより，農耕の語彙に属する。
この＊yug-o-は語根*yeug‐「しばる，つなぐ」（Skryunakti,Ｇｒ.とE､γレリ“，
Ｌat､jung6etc.）の弱階梯である。この動詞は具体的にいえば「車に馬をつな
ぐyunjate…a6vEmrAtheSu」（ＲＶ２３４８）とか，「車に牛と螺馬をつなぐ、汀,
“｡f/70“β6α９〃(のCu９丁ErED”ひびαし」（11,24,782-83）という表現に用い
られ，本来は車にも深く関係している(40)。
車軸の芯になる部分「こしき」は「へそ」である。Skr､nAbhi-,nabhya‐（､）
(Ａｖ､nafa-「－族｣)，ＯＥｎａｆｕ,ＯＨＧｎａｂａ（nave,Ｎａbe）のほか，‐1-を伴っ
た派生形が多い。Ｇｒ､qupa269,Lat,umbilicusⅢOIr､imbliuⅢＯＥ・nafela,OHG，
nabala（naveLNabel）は「へそ」に限られている。ギリシア語は独自に
汀ｽｳﾒﾙ刀という語をもっている。恐らくこのスポークの集まる部分は本来の名
称がなく，必要に応じて「へそ」の転用，あるいはその派生によって生まれた
形である。
ヴェーダの詩人はこのyuga-,nAbhi-,nabhya-，それに動詞yuj-をしばし
ば比嶮に用いる。救済と医療の双神アシュヴィンヘの祈りの言葉はいう。「２
隻の船のように我らを彼方に渡せ，椀のように，こしきのように，車輪をつく
る両側の半円形の板pradhiのように，車輪の３枚板を固定する棒upadhiの
ように。犬のように我らの身体を守り，甲iyのように我らを崩壊から守れ｣《鋤）
(ＲＶ２３９４，原文32)。宇市を支える柱であるスカンバskambhaの歌に，
つぎのような－歌がある。「そこには神と人が，幅がこしきに（よる）ように
依止し，そこには幻力によって水中の花（創造神の名）がおかれている。その
(創造の源）ところを我らはお前に問う」（ＡＶ１０８３４，辻訳２１６，原文３３)。
家族の和合をうるための呪文にも，車の比I1iRが使われている。「年長者に従い，
思慮深く，離散することのないように。協力して同じ純のもとに振る郷い，互
いに言葉を優しく語り来たれ。私はお前たちを，結束固く同じ心をもつ者にす
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る。おljilたちの飲む水は共迦であれ，その食べ物の分配は移し〈あれ。共通の
馬具にお前たちを私はつなぐ。一致してアグニネ''1を崇拝せよ。幅がこしきの回
りに（集まる）ように」（ＡＶ３３０５－６，辻i沢１１８，ｌ;〔文34)。
これまでにふれた以外の車の部分については，はっきりとした対応がまとま
らない。例えば，先にふれた「'|ilIルスポーク」だが，その発達は新らしく，語
派ごとに形が異る"2)。本来Tli輪はｲiや木でできた'9盤状のものからはじまり，
ずっと後にこれを!|聴くするために卜字状にスポークがはいる。これはミュケー
ナイ又'1$の使Ⅱ]する「車輪」の補助的な絵又`iE:にもはっきりとあらわれている。
これから徐々にスポークの数が噸えてくる。これが車輪を強lililにし，ひいては
速く走る車の耐久ﾉ]を増すのにin要な要因となったが，その発展の段階は各地
でさまざまである。既述のSkr・ara-に対しＧｒ､ﾍﾞﾚｵU〃は本来は「太股｣，後に
医学では「脛骨」をあらわすi済であるが，ホメロスのｏﾊﾟで｡-ﾊﾟｯﾘＺｕａｒ８イパのス
ポークの（車輪)」（11.5723）のような表現から，その仙川はかなり,(｢いこと
も明らかである。Ｌat・radiusは「搾」である｡ゲルマン語のOEspaca,OHG
speihha（spok，Speiche）は孤立的である。Russ・spica＜率stipica，Lith
stipinasも，その形はバルト・スラヴ語派に限られている。
アナトリア諸語のＪ１ｊｉに関するl1j欧語本来の形はあまりわかっていないが，そ
のなかでSkr,ISA-.ＡＶ・ａｅ５ａ（dual）「鋤」とHitt､ｈｉ５５ａ‐の「蛾」のlILl係は早
くから注目されてきた。これ以外にはＧｒ､６姑（原文１６，０町ＫＥＤＯル)，oiUr
｢lWUにつけた輪」があるが，確突な対応はない。ただスラヴ語にRuss・voje，
Slov・ｏｊ６という形があり，この系統の形が｛冊111語としてFinn・ａｉｓａなど，他
の語族の言語に残っているのは興味深い(I，)。ｌ１Ｉｌ題のHitthis5a-については，
ミタンニを''二'心に活躍したインド・アーリア系の人の言iiliからの借川説もある
が，ｈ－の存在もあり，現在では本来の対応とみる税がｲjﾉﾉである。ｉｓ-／ｈｉ§-／
oiinからは＊HeiHs-eH-のような形を仮定しなければならない:総j・因みに，こ
の対応以外の「砿｣，つまり''１の後部の車輪の下からWijにいたる巾心の1本な
いし２本の棒をあらわす語をみると，英語のpoleⅢshaftのような|川接的な表
現は別にして，ドイツ語のDeichselはＯＨＧｄｉｈｓａｌａをはじめゲルマン譜に対
応があるほか，バルト語のOPruss、teausis＜＊teng-s-jo-があり，ORuss
tjagati「ひく」などの動詞語根との関係も指摘されている"5)。これとＷ了し
ているのがＧｒ.ｂﾜ“ｓで，これも動詞E,01ｍ「ひく」（ＤＤＴｳβ「手綱｣）との関係
は疑いない。これは「猿」がIIiを「ひく」のに111心的役割を果していたからで
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あろうか。
hi5sa.と並んでヒッタイト語の対応が問題になるのは，Hittturila‐「つな
ぐ，馬具をつける」とSkr・dhUr-（nomsgdhds)である。このヒッタイト語
の形の用例を「ヒッタイト法」からあげると「牛が野を歩いていて，野の主が
(それを）みつけたら，彼は（それを）１日つないでおく。星がでるとすぐに，
彼はそれをその主人につれもどす」（１７９，原文35)。SkrdhUr-はしばしば
rathasyadhnr-という表現で用いられ，「馬などを車につなぐのに使う道具」
であり，伝統的にはyugam「純｣，あるいはiSa-「猿」と同意に理解されてき
た。「わが祈りの言葉に来れ，インドラよ'車の猿にdhurirAthasyaすべて
の２頭の栗毛の馬をつけよ。確かにお前は多くのところに招かれるべきもので
ある。勇者よ，この（ソーマ）液に酔え」（ＲＶ２１８７，原文３６)。ベートリ
ンク・ロートの辞書には，ＩＦにつなぐ動物の肩にのせる純の一部分を考えてい
るが，それ以上には特定しにくい。派生形としてはdhUrya‐「駄獣｣，dhUr-sad
｢御者｣，sa-dhura‐「dhur-をともにする」がある。この２つのヒッタイトと
インド語派の形について，Hitthiききa-と同様にインド譜からの借用の可能性
も検討された。もし対応を認めるとすれば，この語根名詞は＊dhvrHのよう
な再建形を予想することになるが，他の語派の確実な対応がみられないために，
確証に至らなかった師)。ところがリグ・ヴェーダのyunktedhurigArtasya
｢天則の牛を範（輔）につなぐ」（ＲＶｌ８４１６）という表現を思い出させるよ
うなdhur-の派生形と思われる形が，中央アジアのサンスクリットとトカラ語
の併列のテキストに認められた（ＡテキストＮｒ､361,梵文テキスト欠)。それ
はToch(Ａ)tursko「車をひく牛，駄獣」で，語根的には＊dhvrHesgu6us
｢純（猿）の牛」という合成形とみなされる。この解釈の著者ＫＴ，Schmidt
によると，これはPalidhorayha-（Sutta-Nipata79etcJという変わった綴り
字の語を想起させ，サンスクリットでいえばdhdr-の派生形dhaureya‐「dhUr‐
をつけた（牛)，駄獣」にひとしい。これは本来は「つなぐに適した」（Pamni
４４７７）の意で，ここにdhur-とturiia-の接点もはっきり認められる。これ
によって，この対応は印欧譜としてより確実なものとなった。両端のきれたこ
のトカラ語の原文は１５行からなり，サンスクリットまじりのもので，文意を
正確につかめないので，内容的にこれに近いとされるスッタ・ニパータ７９を
示そう。「努力が私の純をつけた牛dhuradhorayhamであり，安穏の境地に
連ぶ゜退くことなく進み，そこに至れば憂えることがない」（原文37):`7)。
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《注》
（１）SPiggott:TheEarIiestWheeledTransportFromtheAtlanticCoasttothe 
CaspianSea，London1983,24f､；ｉｂ.：WagonChariotandCarriage,London 
1992,17. 
（２）Piggott注(1)1983,29,60;1992,20f：クルガン文化については拙著，印欧語
の故郷を探る。岩波新i1｢，1993,100-105゜
（３）ＨＺｉｍｍｅｒ:AltindischesLeben,Berlinl879,246;Ｍ,Sparreboom:Chariots 
intheVedaLeidenl985,135．anas-(､）「荷車」の意味は，これと正確に対応
するLatonus(､）ｒ荷」にも認められる。
（４）このanadvah‐という合成形の。と，‐vah･の格変化（nomsg.-vEin）の不
規則性の説明は容易ではない。Ｊ・Wackemagel：AltindischeGrammatikL
G6ttingen1896,339§285ｂＢＡでは。ano･vah-,、ana-ud-から,anad-，さらに
anad-vah-,anad-ud､を考える。なお同書1957,Ｌ・RenouによるNachtrtigel92
では，、anarvEih‐を仮定している；Ａ・Thumb-RHauschild：Handbuchdes
Sanskritll,Heidelbergl959,115f；Ｓ・ＷＪａｍｉｓｏｎ：ＡＣart，ａｎＯｘ，andthe
PerfectParticipleinVedic,ＭＳＳ52,1991,77-100ではanas-のloc､ｐＬ・anat-su
から-t／ｄ－を考え，れから･vah-／-uh-su（ＩＯＣ.）という格変化の過程でのcerebral‐
izationを想定する；MMayrhofer：EtymologischesW6rterbuchdesAltin‐
doarischenBdLHeidelbergl992,６９． 
（５）古代インドの婚礼で，新婦を車で新郎の家へ導く儀式（skr､udvahanaという）
については，辻直四郎：古代インドの婚姻儀式，ヴェーダ学論集，東京1977,282-
３２９の314ｆ
（６）「椀の止め金」patalye(du.）の意味は不明。GeldnerのＲＶ訳では`Wage､‐
stUtzen,とし，Renou（ＥＶＰ17,1969,94）は1chevilles-du-joug，。後者のほうが
Siiyapaの注patana6I1ekilake「落ち易いピン」に近い。
（７）疾走するrathaをふくめて，花嫁を運ぶ車などにも，車軸をはじめとして故
障があったことについては，Sparreboom（注(3)）１９ｆ
（８）図版を伴った古代インドの車の構造については，SPiggott:Prehistoriclndia1
Penguinl950,273-281（p､２８図版参照）；ＷＲａｕ：ZurvedischenA1ter‐
tumskundaWiesbadenl983,22-35゜
（９）kba‐の意味の変化についてはLRenou：Les616mentsv6diquesdansle
vocabulairedusanskritclassique,JA1939321-404の328．語根khan.「耐る」
との関係は疑問。MayrhoferWb.（注(4)）442;J・Wackemagel-ADebrunner：
AltindischeGrammatikll/2,G6ttingenl954,３２§１１ｂＢ。なおギリシア語に
もsu-kha-に似た合成形が車の形容にみられる。例えば，Ｅ、「よい」とTpoX69
「車輪」（てpでX⑩Ｆ走る｣）の合成でEZiTPoX69「よい車輪をもつ，疾走する」は，
ホメロスでは“ａｆａ‘pJuaのいずれの「車」についても用いられている（0..6,
72,11.8,438など)。またＥ、と凡､冗沁９「輪，車輪」からなるE1DkU凡ｽＯＳが｡'汀オン刀
「荷車」の形容にみられる（0..6,69-70)。これはskr・su-cakra‐（ＲＶＸ８５２０，
ratha-の形容）にひとしい。
(10）この２つのｒＩｌＵについてはSparreboom（注(3)）124,128。おもしろいこ
とに§dkata-という語源不明の語は，Palisaka1a-など中期インド・アーリア譜
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を経て近代諸譜に広く化きている。MayrhofGr（注(4)）Ｗb､２１９９６６０１f;ＲＬ
Ｔｕｍｅｒ：ACompamtiveDictionaryoftheIndo･AryanLanguages，Oxford 
1966,Ｎr､12236．その愈味では早<に消失したanas-，近代には比較的わずかな
分布しかもたないratha-（Ｎｒ」0602）よりSakata-のほうが民衆に根ざした語錐
であったといえよう。そうした性格は，森の女神アラニアーニーを歌った幻想的
な詩ＲＶＸ１４６３の（辻択８１)，夕暮にこの女Iqllのよぶ声が，§akatirivasaEjati
「車のようにぎしぎしという」という一節にもうかがわれる。
(11）PiggottPrehistoriclndia（注(8)）２７８によると，ホメロスの語る戦車はもと
より，先史時代のケルト語族の車輪にも輪金が使用されていた。
(12）Ｒａｕ（注(8)）３２f;古典期の叙事詩の時代になると４頭立ての戦車も使われた。
その場合には２頭が''1心部の蝋に，他の２頭は外０１ﾘにつながれ，御者は２人であっ
た。ＥＷ､Hopkins:TheSocialandMilitaryPositionoftheRulingCastein
AncientIndia,Varanasil972181（＝ＴＡＯＳ１３１８８９５７－３７２)。
(13）snta-という形の-tａの解釈には問題があるが，suvati「動かす，駆りたてる」
との関係は否定できない。TBurrow:TheSanskritLanguage,London１９５５，
１６７．sU-t-の仮定：Ｍ・Mayrhofer:KurzgefasstesetvmologischesW6rterbuch
desAltindischenBd3,Heidelbergl976,491。
(14）RPlath：DerStreitwagenundseineTeileimfrUhenGriechischen， 
NUrnbergl994；クノッソス１１１士の車の目録についてはＳ､Hiller-OPanagl：Die
frUhgriechischenTexteausmykenischerZeitParmstadtl976,213-221｡ 
(15）Ｗ､Leaf：Ｔｈｅｌｌｉａｄｖｏｌ２，Amsterdaml960（Londonl902)，623-630；L 
Wiesner:FahrellundReiten（ArchaeologiaHomerica),G6ttingenl968,Ｆ7-9 
（ｐ２８図版参照)。
(16）Ｃｆｐｕα＝Mvc､Ｇｒ・a-mo-ta（pL）については注(14))にあげたＰｌａｔｈ７１以下（主
にクノッソスｓｏ文11$)，bxoS＝wo-kaについては同ｉｌｆ９７以下（ピュロスＳａ文
普）にくわしい。
(17）このずれがミュケーナイ文書とホメロスという文献の性格の相異によるもので，
実際にはつながりがあったとみることも可能であろう。Ａ・Heubeck：Ausder
frtihgriechischenLineartafeln，G6ttingenl966p85。なおHeubeckは，H
Muhlensteinの指摘として，Myc､i-qi-jaF戦Ｊ１〔」の伝統を伝える語として，ホ
メロスに２Ｗ'１あるｂｍＺＯ･XdP〃§（XdlOJLl〃「戦いの灘び｣，Ｘα血⑩「喜ぶ｣）という
「騎二|ｺﾞｰ｣をあげている（11.24257,0..11259．いずれも個有名詞の形券に使われ
ている)。「戦車」に|兇Ｉする１１１譜について，ミュケーナイ資料とホメロスとの'''１の
相異はＰ】ath（注(14)）３９７の対照表にIﾘＩらかである。車の部分をあらわす譜奨
で一致するのは，“uルーMyc・a-ko-so-ne(skr､dkSa-）￣jilI軸｣，小、＝Myc・ａ.､i‐
ｊａ「手綱」の２譜である。
(18）インド譜派の譜雄をふくむこの問題のキックリのテキストについては，岐近実
際の馬術の立場から新しい解釈が加えられている。RStarke：Ausbildungund
TrainingvonStreitwagenpferden,Wiesbadenl995oヒッタイト語族の戦''1
とその利用についてはLGMacqueen:TheHittites,London1986,57-59;０.R
Gurnev:TheHittites、PeI1guinl990,８６「。（エヂプト人が描いたヒッタイトＭｌｉ
車の絵が残っている)。
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(19）Ｍ・MayThofer:Dielndo･ＡｒierimaltenVorderasienWiesbaden1966,19；
ｉｂ.：DieArierimvorderenOrient-einMythos?，Wienl974，１６；Ｇ・Wilhe]ｍ：
GrundzUgederGeschichteundKulteｒｄｅｒＨｕｒｒｉｔｅｒ，Darmstadtl982，２６ｆ； 
Starke（注(18)）127Ａ266。
(20）ＭＡＲＧＩＤ､ＤＡに相当するアッカド語に，JFriedTichのヒッタイト語辞典は
ｓｕｍｂｕという形をあげているが，Ｗ､vSoden：EinfUhrungindieA]torien‐
talistik，Darmstadtl985，１０６ではereqquとしている。Ｍ､Ａ・Littauer-JH
Crouwel：WheeledVehiclesandRiddenAnimalｓｉｎｔｈｅＡｎｃｉｅｎｔＮｅａｒＥａｓｔ， 
Leidenl979,６４もSodenと同形をあげている。Sodenによると，専門職人がつ
くる２輪車は，はじめは頭い板の車輪を使っていたが，紀元前１５００年以後は６
本のスポーク，さらに後には８～１０本のスポーク車輪が一般化され，長旅にも利用
された。なおヒッタイト語の「戦車」をあらわす語が明らかでないことについては，
Ｊ､Tischler:Bemerkungenzum`Raum-Zeit-Model'@IndogermanicaEuropaea， 
FestschriftfUrWMeid,Grazl989,407-429の414f,。ここでTischlerは，Skr．
「atha-＜＊roth-o-の示すthematicの語幹は共通基語のもっとも後期に属するも
ので，ヒッタイト語はそれより早い中期の段階において雅語から分離したからで
はないかと推定している。しかしこの言語は一方で，車の部分に関する印欧
‘譜の語蕊をいくつかもっている。iuga-(､）「範」（Skr・yuga-etc.)。ｈｉ蕊a．「猿一
（SkrlSAetc.),tUrila‐「つなぐ，馬具をつける」（Skr・dhUr‐「馬を車につなぐ
のに使う道具｣)，hurgi-（hurki）「車輪」（･Ｈｗｅｒｇｒ廻す」Ｌat・verg6「むけ
る｣)。なおStrake（注(18)）126Ａ259によると，象形ルウィ語（h-luw.）に
Uarzannin-と読める形があり，これは先にあげたhurgi‐「j１１輪」に所有をあら
わす接尾辞-an､(i)-をつけた「車輪をもつ（＝車)」と解される。
(21）ＥＮｅｕ:DenAnitta-TexLWiesbadenl974,14-15,35,51。
(22）Littauer-Crouwel（注(20)）71,93．ホメロスではりふつう戦車に乗った騎士
も，戦うときはJlIから降りて戦闘をしている。例えば，ＩＬｌ７４８０では，アウト
メドンは，アルキメドンに馬を駆る鞭と手綱とをとってくれと頼んでから「私は
戦うために車を降りよう」でγの６，旗7mルα刀oβｶﾞ0ｏｍＬｏ９ｐａＵａＸｏｕｕａｚといって車少
から降りて，ヘクストールとアイネイアスにむかっていく。もちろん例外もみら
れる。既述のＩＬ４２９７以下のネストルの言葉，あるいは同５巻の冒頭で，トロ
イア方の祭司ダレスの２人の息子がディオメデスに立ちむかう場面で，一人は戦
lljに乗り，－人は徒歩である。そして戦車から投げた槍はディオメデスに当らず，
逆にディオメデスの投げた槍が胸に的中し，彼を「馬からころげおとしてしまっ
た」囮ｏＥ６,。P，旋汀①ソ。ＧＳ､Ｋｉｒｋ：ＴｈｅＳｏｎｇｓｏｌＨｏｍｅｒ,Cambridge1962,189．
ヒッタイトのllUiIl1の描かれた迦品をみると，騎士は槍と弓をもって，乗ったまま
弓をひいている。従ってギリシア人がこうしたエヂプトや小アジアのIliHIIIの使い
刀を知っていたとしたら，むしろこの例外のほうが一般的であるように思われる。
とすれば，戦車を降りて一騎打ちというのは，まだ戦車の戦いが行われなかった
本当の英雄時代の記憶がそのまま伝承されたものであろうか。因みに，この戦法
は後述するカエサルの伝えるブリタニアのケルト軍のessedum「戦車」の使い
方にもうかがわれる。
(23）SPiggott：1983（注(1)）63,104。
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(24）ケルト語族の車とＩＩＬ塚については，SPiggott：AncientEurope,Edinburgh
l973,179-185lib､１９８３（注(1)）138以下にくわしい。また同じケルト系の人々
がアイルランドに残した111についてはBRaftery:HorseandCartinlronAge
lreland,ＪＩＥＳ１９１９９Ｌ１９－７１にくわしい図版がある。
(25）Ａ・Walde-J・ＢＨｏｆｍａｎｎ（ＷＨ)：LateinischesetymologischesW6rterbuch，
Ｂｄ２,Heidelbergl954,320;Ａ・Ernout-A､Meillet（ＥＭ)：Dictionnaire6tymolo‐
giquedelalanguelatine，４．ｅｄ，Paris1959,513。‐au‐とかくのは
hyperurbanismで，plaudO「たたく」の影響があるといわれる。これは．pIaud
tromという理解によるもので，ある位置では躯の各部がゆるんで「がたがたい
う」からだという。
(26）WaldeHofmann（注(25)）Ｂｄ､11938Ⅲ174;Ernout-MeilletlO2によると，ロー
マ人はケルト系のガリア人の使う４輪の大きな荷車をもっていなかった。ローマ
人は定住的な農民だったからである。ガリア人はこの車を荷物の輸送のみなら
ず，夜には野営地の周りをこれでとり囲むのに使っていた。つまり，物の迎搬
と軍の移動，謹衛にこの車は有効であった。なおケルト系の形については，L
Vendrves：Lexique6tymoIogiquedel,irlandaisancienC,Paris1987,41ｆ 
(27）ＷＨ（注(25)）Ｂｄ､1,171;ＥＭＩ01,Vendryes（注(26)）４０ｆ
(28）ＷＨＢｄ,2,298;ＥＭ５０４。
(29）ＷＨＢｄ２,324;ＥＭ５１６。
(30）ＷＨＢｄｌ,421；ＥＭ２０２。
(31）Spareboom（注(3)）２８以下にくわしい。祭式，あるいは戦いにおける車の
重要性から，ratbakarA．「車作り」（原文13）の職人は，その技を評価された。
しかしインドでは，ふしぎなことにこの職人は，王とヴァイシュヤvai§yａ（庶
民，第３階段）の女のような混合カーストの者の後筒とみる伝承がある。Ｗ、
Ｒａｕ：StaatundGesellschaftimaltenlndienWiesbadenl95７，１１２；Sparre‐ 
ｂｏｏｍ（注(3)）134f､。ギリシアにもホメロスに１回ｄﾚｳｐ「人」を伴ってdpUaTO
m776sという語がＩＬ４４８５にみられる。これはｄｐｕａと、h'yUIu(という語根の合
成形だから，skr.､kara-のように単純に「つくる」というより，各部分を合わせ
て「しっかりとさせる」のが原意であろう。これはａｐｕａ－ａｌｏａｐ(o圧Lu「つけ合せや〆
る」の関係に似ている。ギリシア人にとっては，Iliをつくるというより，１lxを組
み立てる，というイメージが強かったのであろう。なおギリシアにおける''１の宗
教的な扱いについてはWiesneT（注(15)）７３ｆ
(32）Ｒａｕ（注(8)）22,34ｆ
(33）この「車輪」の対応は，さらにOIr・rethim「走る｣，Ｌｉｔｈｒｉｔｈｒ回転さす」
という動詞形から，、ret(Ｈ)．「走る，回転する」という語根に結びつけられてい
る。Mayrhofer（注(4)）Ｂｄ､21996,429f;Vendryes（注(26)）Ｒ，1974,23．同
様に戸走る」と「Ili輪」の関係は，ケルト系の借111形としてあげたLat､carrus，
それに本来のLat・currus-Latcurr6「走る｣，あるいはＧｒ､TloEX⑩「走る」
‐てPoX6S「車輪｣，OIr・droch「車輪」にも認められる。HFrisk：Griechisches
etymologischesW6rterbuchBd､2,Heidelbergl97q925f 
(34）この(fp“は動詞ｄｐａｐｂＫ①Ｆつけ合せる」との語根的関係が一般に認められ
ている。車にllU係したミュケーナイ文書にはａ・ra-ru-ja（＝dl0apﾘﾋﾞα）のようなこ
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の動詞の完了分詞女性形も使われている。しかしこの動詞語根,Her‐「合わせる」
を「車」について用いているのは，skr､ara‐「幅，スポーク」とＯＣＳ・jarimU
（Russ・jarmo）「範」だけである。またＬａＬａｒｍａ「武器」をみても，「合わせる＿
対象は判然としない。一説には，巾の純がしばられる'1ｺ心の太い棒と，後部の１１１
体とを「合わせる」ことだという解釈もあるが，文献的には証拠に乏しい。L
Manessy-Guitton：RecherchessurIaterminologieducharenv6dique，ｅｎ 
ｍｙｃｅｎｉｅｎｅｔｃｈｅｚＨｏｍ６re1Etudesindo-europ6ennes2０１９８７，１－１７の４ｆ；M
Vasmer;RussischesetymologischesW6rterbuchBd3,Heidelbergl958，493； 
Mayhofer（注(4)）107゜その意味では「荷11〔」の奴ａｆａも，“α「ともに-
．雄⑭し「車軸」の合成，つまり“ａｆａﾊﾟDバスα「１１１軸をつけた車輪一のような表現
から独立したとする解釈のほかは，小アジア起源とされている。Ｆrisk（注(33)）
Ｂｄｌ，1960185ｆ 
(35）va5a-についてはKHoffmann:Avestisch§,FestschriftH・Humbach（MSS
Beiheftl3),Mtinchenl986o163-83の172f;Mayrhofer（注(4)）Ｂｄ､2,518f・；E
Benveniste：Phras6ologiepo6tiquedel,indo-europ6an，M61angesdindia‐ 
ｎｉｓｍｅａｌａｍｅｍｏｉｒｅｄｅＬｏｕｉｓＲｅｎｏｕ,Paris1968,73-79。
(36）HitLhurgi､については（注(20)）参照。トカラ語の形については，ＡＪ・van
Windekens：Letokharienconfront6aveclesautreslanguesindo-europ6en‐ 
nes,vol､LLouvainl976,55｡ 
(37）JGonda:AncientlndiankingshipfromtheTeligiouspointofview,Leiden 
l969,123ｆ 
(38）EBenveniste:OTiginesdelaformationdesnomsenindo-euTop6en,Paris 
1935,7,24, 
(39）Ａｒｍ・luｃの1-には問題がある。Ｇ・RSolta：DieStellungdesArmenischen
imKreisederindogermanischenSprachenWienl960,42．ロシア語にはjarmo
という形もあるが，これは．arimoで，skr・ara．「輻，スポーク」と同源である。
(40）この動詞は，しばしば詩的な比噛にも用いられている。それについてはＭ・
Durante：EpeapteroentaDieRedealslWeg，ｉｎｇriechischenundvedischen 
Bildern・IndogermanischeDichtersprache，ｈｒｇｖｏｎＲＳｃｈｍｉｔｔ，Darmstadt
l968,242-260の249．BOguib6nne：lescorrespondantsdev6djqueYUJ‐ｅｔ
ｙ６ｇａ‐ｄａｎｓｌｅｖｏｃａｂｕｌａｉｒｅｅｔｌｅｓｔｈ６ｍｅｓｐo6tiquesindoeuropeens,ＢＳＬ７９ 夕
1984,131-53． 
(41)pradhiupadhiについてはRau(注(8))22｡
(42）OSchrader-ANehring：ReallexikonderindogermanischellAltertums‐ 
kunde,２.Auflage,Berlinl917-23,BdlI421,SpeicheのnN。
(43）Ｖａｓｍｅｒ（ｉＬ１ｉ(34)）Ｂｄｌ,213。
(44）Ｆ､ＳｏｍｍｅＴ:Altindischdhur-,Sprachell949,150-63の161；EBenveniste：
Hittiteetindoeurop6enParisl962,１４：Ｊ・TischleT：Hethitischesetymologis‐
chesGlossarLInnsbruckl9831252f;Ｍ､Mayrhofer:Hethitischundlndo-
germanisch,SprachelO1964,174-197の185『.；ｉｂＨethitischesundaTisches
Lexikon,17701965,245-57の253fｉｉｂ（注(4)）Ｂｄ､1,208;LPuhve1：Hittite
EtymologicalDictionaryvol3,BeTlinl99L318f 
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(45）この語根はさらに゛ten-g-と分析され，、ten‐「のばす，ひく」（skr､tan6tL
Lat・tendOetc.）に還元される。なおロシア語にはMHGdlhselの借用と思わ
れる。y§ｌｏのほか，ogl6bljaという形もある。ｖａｓｍｅｒ（注(34)）Ｂｄ､11386,Ｂｄ2,
251ｆ 
(46）Ｆ・Ｓｏｍｍｅｒ（注(44)）；Benveniste（注(44)）】4;HEichner:DieEtymologie
vonhethmehur,ＭＳＳ311972,53-107の７４;Mayrhofer（注(44)）1964,185f，
1965,251ｆ（|司源でなく，借用説)。ただしMayrhofer（注(4)）Ｂｄ,1,794では
後述のSchmidt説をとりいれて同源説を考え，ＧｒＢａｚｐ的「扉の蝶:爵，車軸」
を対応としてあげている。Tischler（注(44)）111,458-462。なおskr・ｄｈｄｒ‐に
ついてはＲａｕ（注(8)）24,28ｆ
(47）Ｋ・TSchmidt：ZueinigenArchaismeninFlexionundWortschatzdes
Tocharischen，StudienzumilldogermanischenWortschatz，hTg・ｖｏｎＷ、
Meid,Innsbruckl987,287-300の274（.。なおここに引用したパーリ譜の原文の
dhorayha-を含む形はdhura-dhorayhamである。dhura-はskr・dhhr.(a）に
ひとしく，「椀」であり，dhorayha-はdhur-vahya‐「dhur-をひいている（牛）
駄戦」と解されているが，これには他の写本にdhuradhoreyyamの読みがある。
いずれにせよ，この合成形自体２つのdhur(a)-をふくむのは理解しにくい。
引用原文
1）RVIII3310AtekEirosrnavamavacams1yayAthadUrAddnasarathena／ －一夕－□C
nitenamsalplpyanevay6Sflmaryayevakanv韮a6vacaite／／●■－一夕
2）ＲＶＶＩＩＩ９１７ｋｈ６ｒＡｔｈａｓｙａｋｈ６,nasahkh6yugasya6atakrato,/apalAm 夕
indratriSpptvyAkmol〕s6ryatvacam／／
3）RVX8511rksamAbhyamabhihitaugavautesamanAvitah／§rotramte こ ●･ 
cakr6astamdivipanthEiscaracarａｈ／／ 
4）RVIII5317-20sthirangAvaubhavatａｍｖｉｄｄｒａｋＳｏｍ６ｓＡｖｉｖａｒｈｉｍＡ 
ｙｕｇａｍｖｉ６ａｒｉ／indrahpataly6dadatam6arltorariStanemeabhinah 
sacasva／／balamdhehitan6sunobalamindranadUtsunah／balam 
tokAyatanayEIyajivasetvamhibaladAasi／／abhivyayasvakhadirasya 
色 色saram6jodhehispandan66imstipayElm／iikSavidoviditavTdayasvama 
＆夕ｙａｍａｄａｓｍｄｄａｖａｊｌｈｉｐｏｎａｂ／／ａｙＡｍａｓｍａｎｖａｎａｓｐａｔｉｒｍｆｉｃａｈＡｍＡca 
rlriSat／svastyAgrh6bhyaAvasA3vimocanat／／ 
5）RVV357-8asmjkamindraduStarampu｢oyavanamajiSu／sayAvEinam 億－
．hAne-dhanevajayiintamavEirdtbam／／asmAkamindr6hinoratham 
avapdramdhyEi／vaydlh6avislhavAryamdivi6rdvodadhimahidivi 
sl6mammanamahe／／ 
6）RVX759sukhamrathamyuyujesindhura6vinamt6navAjamsanisad 
asminnEijad／mahAnhyasyamahimApanasyat6,dabdhasyasvayasaso 夕夕
virapsinah／／ 
7）RVVIII773samittAnvrtrahAkhidatkh6ariinivakh6daya／pravrddho 
dasyuhAbhavat／／ 
8）RVVII691Avamrathor6daslbadbadhanohiranyAyovfSabhiryatv 
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a6vaih／ghrtavartanihpavibhirucanaisArhvodhdnrpatirvajinIvEin／／ 
９）RVX894indrdyagiroani6itasargaapahpr6rayamsagarasyabudhnAt／ 
y6aksenevacakriya6acIbhirvisvaktastambhaprthivimutadyAm／／ 
10）Ｃｈ・Up4165sayathaubhaya-padvrajanrathovfiubhEibhyam
cakrabhyamvartamanahpratitiS1hati,evamasyayajfiahpratitiSlhati、
11）ＲＶＸ３３５ｙａｓｙａｍａｈａｒｉｔorathetisr6vahantisadhuyA／stavai 
sahasradakSme/／ 
12）AVVIII823samvatsar6rathahparivatsar6rathopasth6virAdiSAgni 
rathamukham／indrahsavyaS1A6candramahsarathib／／ 
13）AVIII56-7y6dhivanorathakarAhkarmAray6manTSinah／upastin‐ 
parnamabyalhtvamsarvEinkrnvabhitojanan／／ｙ６rAjanorajakftah 
sUtAgramanyA6cａｙｅ／upastinparnamahyamlviilhsarvankrnvabhito 
oP‐/／ ｊａｎａｎ／， 
14）ＳｄＯ４１３－Ｍ､VentrisandJChadwiek：DocumentsinMycenaeanGreek， 
Cambridge1959,Ｎr､268（p366f.）（１）［i-qi]-jａｐａ･i-toa-ra-ro-mo-te-me-na 
do-we-joi-qo-e-qepo-ni-ki-[ja〕（２）［a-ra-ru]-jaa-nl-Ja-plwl･「】-nl-joo-po-qo●●■●●巳B
ke-ra-ja-pio-pi-i-ja-pi，ｃｆＬ.Ｒ､Ｐａ]mer:ThelnterpretationofMycenaean 
GreekTextsPxfordl963,Ｎｒ､２１３（p､317)ｉＰｌａｔｈ（注(14)）l7-3L
15）0..669-73節XEU.αTCipToz6UdDE9EPojWboouoルd7T”)ル／／、りりｽｳﾚEDkuパスo以
Ｕ元EpてEp功ｄｐａｌｏＵｍ以／D9EZmbし占以のEひび少亡兀でパスETC，Ｔｏ２６，ざ万"oﾝＴＱ／ｏｉｕさし
dlo､と兀了6ｓCf似ａｆａしEdiTpoZoし〃zoソE功し／宛ｽEC以ウU(6ﾚＣＵＳＯ,旅αγoしrEDfdシ０，
●DC” 
Ｕ７Ｔａｊｎ沙?7.
16）ＩＬ２４２６５－２７４ｄｊ９鋤ａ０ｌｏｊ６'さpa7TaTlo6SD汀CDE力αしてE９６匹。パスオレ／亡兀陛ソ
“αどαツ“PαしEUTpOX皿刀LMOソEi〃し／兀αｽｳﾂrlO⑩で０万ａ７Ｅａｂ汀EZiOUソＯａ６さ６うびαソ銃，、〆
αりてｶﾞ９／苑｡６６，．万６万ａｏｏａＡ６｡u<rひγOWioE卯加z6しαoし／汀､ﾋﾞﾙoソｑｕＰａｽ6E以Ｅ３
ｏｉｶﾞﾊﾟEOC少dpl7p6g.／台凡６，帥ＥｐｍｒＵ７⑰E0匹⑩⑰ａｒｕ７(ＰさしソEdm?スリ.／ＫａＺＴ６
ノユさしＥ３ＫａＴＥＯ刀兀αしさり窪oT<9台戒bU似い／汀｡「刀翫z汀p(‘て",亡滅び皀兀pikoしめて０，ｏｚ
βdｽｽo以／ＴＤＺ９６，６KaTEpOEしめ刀oαソＥ万○“αAC必αひＴａｐＥ汀ａＴａ／さ庄勿9,,ﾛ‐〃 ●､～ 
ｍＴさ6Ｆｏａ２ﾉﾄ、汀６７ｽ⑩スルα６，銑ａｌｕｄαし．
17）IL23128-132aDTCiP3AzLﾊｽEDS／αりてＺｋａＭｊＰ“のEoDfpZ汕兀ToｽELlaDd
rざlEUoE／ｘαｽﾊﾞｄｐｍツツUD0az,ｒＥＤｆａＬ６,、汀UXEo1D山就adToツ／肱jToUS･ｏｉ５,
ＯＰﾂﾘしてＯ兀αガピレTEDXEomシでOひしO〃,／⑰６，萌α〃でソ６”pOZOZ7TaPa6βd了αZｵﾚわXOZロヴハ
ＴＥ、
18）ＩＬ４２９７－３０９ＺｍＴ刀d9JugwTp⑩ＴａＵ迦旋汀ａｏｚツパａｊ５ｚＥＤＰム／元EPO豹６，篭6ｍＯＥ
ＤＴ刀ＯＥＷｍ入芭ａＳＴＥパajEOO入ODSb／“ＫＯＳ印Eソ汀０入き,Uα○・Ｋα兀○､９６．ＥＳＵＥＯＯＯレ
訂αDOE以／５卯α圧ａｊＯＤ兀ＥＯＥｽ⑩〃て[Ｓｄしαｽﾊﾟα吻兀0入“jrOム／i兀汀EDOルュEし汀βd)て,
亡汀ＥＴＥﾊｽETO･ｒＯＤＳ７ｄｐａソCOγEZ／”ODSルmOUSEXE血Eソ”6亡冗ハル生Ｕ０ａU6UZ71(P・
“且刀6とＴｚ９ｊ汀7Too”〃てでﾉﾋﾞαｉｵﾚopさりPLrE汀α0の９／oJo97Tp6□８．血ﾊｽ⑩リｕＥｍＴ②〆
７b⑩EoOZudXEoOac,／以刃6`αしαX(upEiT｡.‘iｽa7Ta6〃6TEl0oz7dlo功EoOE／鯨ヴゼパ,
、,)ipa汀6CDレウXで①ﾂ壷EPVfP似α0,ik〃てα４／旬XL6pElZiOO叫亡元E2ガ万。ｽウ嘘,OTE．
，ＣＯソｏ淀②.／あびでパａｉｏｊ汀poTqooz万6入Ｅａ９ﾉ[αiTEZXE.〃opOEo以／Ｔ６"6Ｅし６０シrad
８Ｕ“しピンjoTｳOEo”EXCしてE９OuP PO 
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19）ＩＬ１１１９７－１９８ＥＤＰ.ｕめI7PZ“αｏ６ａｉＰＰ⑫ＯＳ"ＥﾊﾟてoPa6Zo咄/さびてα6丁'ざし０，
ｈＴ汀oZOd花αi戊叫aOZ兀○ｽｽ１７丁０町似．
20）HethitischeGesetze(JFriedrich,Leidenl971）Ⅱ２０tiik-kuMAR､GiD.、Ａ
／ku-i§・kita-a-i§-ta-itaASA-i5-§itan-na-i／tata-a-i-e-iz-ziku-is-ki3GiN
、
ＫＵ、ＢＡＢＢＡＲ／pa-a-i.（－．部表記をIWi略化した）
21）ＤｉｅmilitiirischenEidederHethiter（NOettinger・Wiesbadenl976）Ｒｓ,Ⅲ
36-45nu-uさ-ma-a§1Ｍ.ＳＵＮＩＧＫＩＧＩＮ・NApi-ra-ankat-tada-it-ti/ＡＰＩＮ－ｌａ
ＭＡＲＧＩＤＤＡＧＩＧＩＲｈｉ－ｉｍ－ｍａ－ａ§pi-ra-an／kat-tada-it-tina-atar-ha 
du-Ua-ar-na-an-zi／nukiS-ante-iz､ziku-is-Ua-kanki-e／li-in-ga-u5 
5ar-ri-iz-zinu-u蕊ilSKUR-a§／APINar-hadu-Uar-na-a-U／、a､a5-tajSi-TU
IM・ＳＵ・ＮＩＧNIGIN・NAGIM-an-mad-el-hu／§a-ra-anULU-iz-zina-a§-ta
a-pi-el-la／ﾉS-TUASA・SiUZiZ-tarSE.§a-ra-a]i-e／U-iz-zina-a§-taUGU
za-ah-h6-lii-la-ta-ru 
22）MarcusCate,Deagricultura62quotjugaboverum,mulorum,asinorum 
habetis,totidemplostraesscoporteL 
23）GaiusSuetoniusTranquillus,Devilacaesarum,Vespasianus22Mestrium 
Florumconｓｕｌａｒｅｍ１ａｄｍｏｎｉｔｕｓａｂｅｏ“plaustra”ｐｏｔｉｕｓｑｕａｍ．`plostra`, 
dicenda,posterodie1`Flaurum,，salutavit、
24）GaiusJuliusCaesar：CommentariorumdebelloGa1lic０４，３３primoper 
omnispartisperequitantｅｔｔｅｌａｃｏｉｃｉｕｎｔａｔｑｕｅｉｐｓｏｔｅｒｒｏｒｅｅｑuorumet 
strepiturotarumordinespleTumqueperturbantet,ｃｕｍｓｅｉｎｔｅｒｅｑｕｉｔｕｍ 
ｔｕｒｍａｓｉｎｓｉｎｕａverunt,excssedisdisiliuntetpedibusproeliantur・Aurigae
interimpaulatimexproelioexceduntatqreitacurruscolIocaｎｔｕｔ,siillia 
multitudinehostirmpremantur,expeditumadsuosreceptumhabeant・Ita
mabilitatemequitum,stabilitatempedituminpToeliispraestanLactantum 
usucotidianoetexercitationeefficiuntutiindecliviacpraecipitiloco 
incitatosequossustinereetbrevimoderariacflectereetpertemonem 
percurrereｅｔｉｎｉｕｇｏｉｎｓｉｓｔｅｒｅｅｔｓｅｉｎｄｅｉｎｃｕｒruscitissimerecipeTe 
consuerinL 
25）QuintusHoratiusF1accus，Carmina3249-l6campestresmeliusScythae， 
／quorumplaustravagasritetrahuntdomos,／vivuntetrigidiGetae,／ 
immetataquibusiugeraIibcras／frugesetcereremferunt／neccultura 
placetlongiusannua／dc｢unctumquelaboribus／aequalirecreatsorte 
vicarius 
26）Aischylos，npquEOED96ECUのT"９，９－刀２２兀ＤＯａＳ６，．F鞠UoIud6a9or
汀入EﾊﾟTdSDTEγαＳ／万E6Cipmo山aZbuo，古河,E､兀､パルＬ９５Ｘａ９／台兀〃β6ｽodST6fao山
篭刀pで)nuEソＯＬ／
27）FlaviusArrianusル6zパオ７２－３万dAaz雄ソ６”oﾉﾛｄ６ａＳＥかα‘ん５０，５Ｗ[α0.汀Ｅｐ
Ｚ凡U8Eu"てoDSoD兀戊poTｶﾞｐａｓｏｒ６元」て力ozソ。“印ひ（冗入αし“E〃α両ｽｽoてで面ｽｽｳﾚ
Ｔ旅邸uOi"５．似Ei18oUod以ｏＪＴＥ汀6入〃αｇｏｊＫＥｏソ丁ＥＳＣ次EjEpd0Eのしｏ<βoしでＥＳ
28）ViSnupurana51033nadvarabandhavarananagrhak5etrinastatha／ 
sukhinastvakhilelokcvathavaicakracEirinah／／ 
Hosei University Repository
2７ 
２９）ＡＶ９３２４ｍａｎａｈｐ蕊ampratimucagururbhaT61aghdrbhava／
vadhfimivatva6EileyatrakAmambharamasi／／ 
30）RV11642saptAyufijantiriitham6kacakram6koa6vovahatisaptanama／ 
trinAbhicakramajdramanarvamydtremAvi6vabMvanAdhitasthldh／／ 
３１）IndischeSprUche（B6th1ingk）７０８３sukhasyanantaramduhkham 
duhkhasyanantaramsukham／cakravatparivartanteduhkhEinica 
sukhanica／／7085sukhasyanantaramduhkhamduhkhasyanantaralh 
sukham/paryayenapasarpantenaramnemimarEiiva／/ 
32）RV2394nav6vanahparayatamyug6vanabhvevanaupadhivapradhiva 
／svanevanoari5anyatantinEilhkhrgalevavi6rasahpatamasman／， ＆ノノ
33）ＡＶ１０８３４ｙａｔｒａｄｅｖＡ６ｃａｍａｎｕＳｙ誌caTAnAbhaviva6ritAh／apAmtva
pnSpamprcchEimiydtratanmaydyahitam/／ 
34）AV3305-6jyAyasvanta6cittinom3viyauS1asamradhdyantahsadhura6 
carantah／any6anyasmaiva1gUvadanta6tasadhricinanvah 
sammanasaskrnami／／samaniprapAsahavo，nnabhagahsaman6y6ktre 
sahavoyunajmi／samyahco，gnimsaparyatarAniibhimivEibhitah／／ 
35）HpthitircheGesetzel79tak-kuGUDＡ・§A-nipa-a-an-ziBEELA・SA
U-e-mi-ia-zi／UDLKAMtu-u-ri-ia-ziku-it-ma-na.a§､taMULIJ-Ua-an-zi／ 
na-a5EGIR-pai§-hi-i5-sipi-en-na-i 
36）RV2187mamabrahmendrayahyfichiivi6vahdridhuridhisvarAthasya 
／purutrAhivihavyobabhdthasminchUrasavanemiidayasva／／ 
37）Sutta-niyata79viriyammedhuradhorayham，yogakkhemadhivEihanam 
／gacchatianivattantam，yatthagantvanasocati． 
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DerWagenimlndogermanischen 
KiyozｏＫａｚａｍａ 
DerWagenundseineTeilehabenvieleNamenindenindogermani‐ 
schenSprachen・HierwahltderVerfasserwichtigeW6rterdesWagens
under6rtertihreEtymologiemitBelegen． 
W3M鯛？1IMIWiJjIU3;iｌＴ 
BODInmﾙリ
ＦＬＯＯＲ 
Ｊｕ７Ｗロハ037打 ｄｏ２Ｓ◆ リーニーニヨ『ﾋﾞﾋﾞｧ。 SPOKEm2幻
冗LLOErn噸山願几ｐＨ〃TORE陶吻
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ＤieArchaologenhabenoftbehauptet，ｄａｓｓｄｉｅｌｎｄｏｇｅｒｍａｎｅｎｓｅｈｒ 
ｆｒｄｈｉｎｉhremHeimatlanddenWagenmith61zernenRiidernnutzbar 
machtenDabeiｍｕｓｓｍａｎｓａｇｅｎ，dasskeinesichereEntsprechungdeｎ 
ＷａｇｅｎｓｅｌｂｓｔｂｅｓｔｉｉｔｉｇｔｈａｔＥｓｇｉｂtverschiedeneW6rterfUrdenWagen， 
z、Ｂｓｋｒ、ratha-,Ｇｒ､Ｃｆβ似ａｕｎｄＬａｔ、currusDiemannigfaltigenFormen
driicktenursprUnglichnichtdenWagenselbst，ｓｏｎｄｅｒｎｓｅｉｎｅＴｅｉｌｅａｕｓ、
ＷｅｎｎｍａｎｄｉｅＥｎｔｓｐｒｅｃｈｕｎｇｖｏｎｓｋｒ、rdtha‐untersucht，lasstsiesofort
wissen,ｄａｓｓ`derWagen,nuraufdieindo-iranischeSprachebeschranktist 
unddieanderenFormｅｎａｌｌｅ`Ｒａ｡，ｂｅｄｅｕｔｅｎＵｎterdieserTatsacheliegtes 
nahe,dassderWagenzurspiitestenStufederUrsprachegeh6rt、
ＤｅｒＡｕｆｓａｔｚｉｓｔｅｉｎｅｄｅｒｋｕｌｔｕｒ－ｈｉｓtorischenSprachforschung,dieder 
VerfasserfOrtgesetzhabe． 
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